
２０１９年  ５月  ２６日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 洋子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌２３２番 & ～イエスは愛で満たす～ 

平和の祈り 

聖  書  ➀ヨハネによる福音書８章１～12節                                                                                    

      ➁コリント人への第二の手紙10章１～６節 

特別賛美  長野家庭集会メンバーの皆様 

メッセージ  ➀「指で書かれた謎文字」大川従道牧師                                                                                                                                         

      ➁「人生を変えたイエスとの出会い」石井潤牧師 

献  金  聖歌２２９番「アメイジング・グレイス」 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～平和初めて知った～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後 1時～、西田先生のご指導による聖歌隊の練習が行われます。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会、明日朝６時～。☆木曜午前 10 時半～、夜７

時半～、メッセージは、丸藤剛之師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会、土曜夜８時。 

３．明日午前 11 時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

４．木曜の午後、ナイト de ライトゴスペルコンサートのチラシを配付します。 

５．来週の日曜礼拝では誕生祝福式を行います。午後は執事会を行います。 
 
 
 
   

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/２６～６/２〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
歴代志上 
１７－１９章 

２０－ 
２２章 

２３－ 
２５章 

２６・ 
２７章 

２８・ 
２９章 

歴代志下 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

新約 
ヨハネ１０： 
１－２１ 

１０：２２ 
－４２ 

１１：１ 
－１７ 

１１：１８ 
－４６ 

１１：４７ 
－５７ 

１２：１ 
－１９ 

１２：２０ 
－５０ 

１３：１ 
－１７ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

６/９(日):聖餐式/聖歌隊 16(日):ナイト deライトコンサート(上田文化会館) 



 
 
 
 
 
 
 

「兄弟姉妹よ。私もまだまだイエスまではほど遠いと知っている。私はただ、過去に捕らわれず、

目の前の目標を達成するため全力前進している。最終地点であるイエスを目指し、そこにある私

の宝めがけて全力をあげているんだ！それは神がイエス･救世主(キリスト)をとおして私を天に呼

びよせたからだ。一人前のイエスを信じる者(クリスチャン)ならこうあるべきだ。もし何らかの点で

この考え方からずれているなら、神はきっと指摘してくれるだろう。まだそこに到達していなく

ても、受けとっている真理を歩み続けるのだ！」ピリピ人への手紙３章13～16節〔アライブ訳〕 
 

イエス・キリストを自分の救い主として信じてクリスチャンになってからの私たちの歩みは、そ

のイエス様を目指す生き方となる。信じて洗礼を受けることがゴールではなく、そこで初めてス

タートラインに立っただけで、そこからが栄冠を勝ち取るための新しい人生のスタートとなる。 

パウロは目の前にキリストが現れて、強制的に人生を変えさせられた過去があるが、あそ

こでキリストに出会っていなければ、もっともっと大きな罪を犯してもうどうしようもない状況に

なっていただろう。あの時が彼にとっての人生のターニングポイントだったのだ。 

愛する兄弟姉妹の皆様にとっても、主によって導かれる人生となったターニングポイントが

あった事と思います。しかし、そこがスタートであって、私たちは今も前に向かって、未来に向

かってチャレンジし続ける毎日となっていかなければなりません。 

しかし、時には挫折しそうになる失敗を犯してしまうこともあります。どうやっても抜け出せな

い状況。そんなときは大抵“自分で何とかしなければならない”と考えてしまっていると思いま

す。私もそんな“負のスパイラル”にはまり込んでしまい、家族にも迷惑をかけてしまうこともよく

あります。自分でもどうすることもできない。自分で今の自分の状況を理解することも変化さ

せることもできないことが起ります。そんな時、思い切って主の前に出て祈ります。「主よ、どう

にかしてください。自分で自分をどうすることもできないのです。」その後、すぐに好転する訳で

はありませんが、時間をかけて、御言葉を通し、人間関係を通して主は私自身を修復してく

ださいます。パウロも同様でした。“鉄人”のようにパウロを見てしまっていた部分もありますが、

そうではなく、パウロは常に自分との闘いの中にありました。本日の聖書箇所でも、人の自分

に対する意見に、過剰に反応してしまっている彼がいました。しかし、彼が行き着いたところ

は、「誇る者は主を誇れ！」私たちには何も誇れるところはない。ただ自分が目標としている

あのお方は、本当に素晴らしい、実に自慢すべきお方なのだ！と宣言しています。パウロは

よほどイエス様に惚れ惚れしていたと思います。それほど、主の愛を深く体験していたと思い

ます。イエス様はそんなお方なのです。私たちを惚れ惚れさせてくださるお方なのです。どれだ

け研究しても研究したりない壮大なお方なのです！ 

「人生を変えたイエスとの出会い」 
～この道にすべてを懸ける～ 


